
朝鮮史研究会 第59回大会
東西冷戦期における朝鮮半島と東アジア

2022年10月15日（土）・16日（日）

会場：明治学院大学白金キャンパス

参加費：一般 1,500円 学生 1,000円（事前登録制）

参加される方は、事前登録フォームより登録をお願い致します。コロナ感染防止対策のためご協力ください。
青い文字をクリックして頂くとそのままフォームに接続できます。右のQRコードからも可能です。

お問い合わせ：chosenshi2021taikai@gmail.com 主催：朝鮮史研究会

関東部会 〒186-8601 東京都国立市中２－１ 一橋大学大学院社会学研究科 加藤圭木研究室気付
関西部会 〒602-8580 京都市上京区今出川通烏丸東入 同志社大学グローバルスタディーズ研究科 太田修研究室気付

第一日 10月15日 13:30～16:00 第二日 10月16日 10:00～17:00

【講演】

鶴田 啓氏「『朝鮮王朝実録』からみる
一五九六年の日本遣使」

金文子氏「「王妃ヲ弑シ申候」新たに
発見された堀口九萬一の書簡から―」

会員総会 16:00～18:00（会員のみ）

【報告】

李英美氏「戦後日本の入管政策における
旧朝鮮総督府日本人官吏の活動」

成田 千尋氏「冷戦前期における韓国・
沖縄の通商関係」

李海燕氏「冷戦前期における新世代朝鮮
族のアイデンティティの形成」

コメント：金鉉洙氏・高江洲昌哉氏
総合討論

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSdc5vgseOwZmSBGAjZxJQoEcWBbAZAodULdDQLnA4uhvMHssg/viewform?pli=1
mailto:chosenshi2021taikai@gmail.com

